
Japanese Society of Physical Education

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Sooiety 　of 　Physioal 　Eduoation

体育学研究 45 ： 377−384 ，2000

シ ャ トル ・ス タ ミナ テ ス トの妥当性と

20m シ ャ トル ラ ン テ ス トとの相関 ：

　　　　小学生 と大学生の デー タか ら

中 尾 泰 史
1｝ 金 子 公 宥

1） 豊 岡 示 朗1）

田 路 秀 樹 2） 西 垣 利 男
2＞ 末 井 健 作

2）

Validity　of 　8huttle 　stamina 　test　and 　its　correlation 　to　20・m 　shuttle 　mn 　test

　　　　　based　on 　data　for　primary　school 　children 　and 　college 　stude 皿ts

Hiroshi　Nakaoi
，
　Masahiro　Kanekoi

，
　Jiro　Toyooka1，

Hideki　Touji2
，
　Toshio　Nishigaki2　and 　Kensaku　Suei2

Ab8tract

　　　This　study 　was 　performed 　to　re・examhle 　the 　vali （lity　of 　the　Shuttle　Stamina　Test（SST ）and 　the

relatiollship　between　the　SST 　and 　the 　20−m 　Shuttle　Run　Test（20mS ）．The　20mS 　developed　by　Leger

et　a1．（1982）has　been 　newly 　authorized 　as 　an 　endurance 　test　by　the　Japanese　Ministry　of　Education．

The　20mS 　was 　performed 　on 　a 　20−m 　shuttle 　course
，
　in　which 　the　running 　speed 　was 　increased　every

minute 　until　the　subject 　coUld 　not 　continue （an ・out ）．The　20mS 　test　score 　was 　evaluated 　by　the　total

number 　of　repetitions 　of　20・m 　nlns ，　The　Shuttle　Stamina　Test （SST ）designed　by　Kaneko　et　a1．

（1986）was 　performed 　by　＄elf−paced　running 　for　3　min 　on 　a　10−m 　shuttle 　course ，　and 　the　test　score

was 　evaluated 　by　the 　shuttle 　distance　covered 　in　3　min ．　The　sllbjects　were 　344　males 　and 　184　females，

comprising 　323　primary　school 　children 　ranging 　in　age 　from　6　to　ll　years　and 　205　college 　sUldents

r…mging 　in　age 　from　18　to　’28　years．　Thirty・seven 　college 　stUdents 　underwent 　VO2max 　measurements

using 　a　maximal 　bicycle　ergometer 　test，　The　SST 　scores 　and 　VO2peak　value 　following　SST　were

closely 　correlated 　with 　VO2max （p〈 0．01）．These　signi五cant 　levels　of　correlation 　in　the　SST　were

　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
equal 　to　those　among 　VO2max ，20mS 　score 　and 　VO2peak　following　the　20mS ．　SST 　scores 　demonstrat・

ed 　highly　signi丘cant 　correlations 　with 　20mS 　scores 　for　all　age 　and 　sex 　groups ，
　including　school 　chil −

dren　and 　college 　students ．　These　results 　s   gest　that　the　SST 　is　an 　approprbte 丘eld 　test　for　evaluat −

ing　an 　individuars　aerobic 　capacity （or　general　endurance 　capacity ）， and 　that　it　can 　be　used 　as　a　sub −

stitute　test　for　the　20・m 　Shuttle　Run　Test．

　　　Key　word8 ：砒 ne 朋 te8t，　field　test，　end 皿 anee 　test，　aerobic 　capacity

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Japan　J．　Phy8．　Educ。45： 377−384
，
　May ，2000）
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キーワ ー
ド ：体力テ ス ト，フ ィ

ール ドテ ス ト，持久力

　　　　　 テ ス ト，有酸素能力

1．緒 言

　全身持久性の評価に は ， トレ ッ ドミ ル や自転車

エ ル ゴ メ ー
タ
ーを用い た 最大酸素摂取量 （VO2

max ）の測定が望ま しい （Astrand　and 　 Radahl，

1970；Larson， 1974；Taylor　et　al．
，
1955）が，こ

の ような ラ ボラ トリーテ ス トに は特定の 設備 と技

術 を必要 とし，短時間に多人数の測定を行うこ と

が困難で あるた め ， 踏み台昇降テ ス ト， 1000m
，

1500m 走 （松 島，1965）， あ る い は 12 分 走

（CQoper，1968）や 5分 走 テ ス ト （猪飼 ，1967）

な どの 簡便な フ ィ
ー

ル ドテ ス トが用い られ て き

た ．こ の た び文部省は，体力テ ス トの項 目を再検

討す る中で ， カナダの Leger　et　al．（1988）が考案

した 「20m シ ャ トル ラ ン テ ス ト （The 　 multi

stage 　20　meter 　shuttle   test）」 を採用する こ

ととし （青木 ・新井，1997），小学生 か ら成人ま

で を対象 と した新た な持久性 テ ス トとして平 成

11年度よ り実施 に移 した ．

　 こ の 20m シ ャ トル ラ ン テ ス トは，テ
ープ レ コ

ーダー
（また は CD ）の 発す るブザー音 によ っ て

20m 区間の 走速度 を指示 し （ブザー
音か ら次 の

ブザー音 まで に 20m 走る），時速8．5km の 走速

度か ら約 1分毎に時速 0．5km ず つ 漸増 しなが ら，

被験者が規程 の走速度 に追随で きな くなる （オ ー

ル アウ ト） まで続けさせ るテ ス トで ， トレ ッ ドミ

ル の 速度漸増法に よる最大負荷テ ス トに類似 した

有酸 素 テ ス トで あ る こ と が 報告 さ れ て い る

（Leger　et　al．
，
1988

，
　pp，94

−95）．

　わ が国で は金子 ほか （1986）が，rシ ャ トル ・

ス タ ミナテ ス ト （Shuttle　Stamtna　Test）」 を独 自

に 開発 し，発育 に伴 う変化 （金 子ほ か ， 1988
，

1989）や 加齢変化 ・評価基準の試案 （金子ほ か ，

1986
， pp．813−814； Kaneko 　 and 　 Fuchimoto

，

1993 ；木村ほ か ，
1998 ；末井ほ か ， 1997 ；田路

ほ か ， 1992） な どを検討 して い る．こ の シ ャ ト

ル ・
ス タミナ テ ス トは ，

10m 区間の往復走に よ

っ て 3 分間に何 m 走れ るか を調 べ る屋内持久走

テ ス トで あ り，テ ス ト時間が 3分間に規定さ れ

て い る こ と ， 走速度が 「自己ペ ース （self−paced）」

である こ と，及 び走路が 10m 区間で ある こ とが

20m シ ャ トル ラン テ ス トと の 主な相異点である．

シ ャ トル
・
ス タ ミナ テ ス トに つ い て は ， す で に

VO2maxとの 有意 な相 関が報告 され て い る （金

子ほ か ，
1986

，
　p．812）が ， テ ス ト時間が 3 分間

で あるこ と，すなわち無酸素的 ・
有酸素的 エ ネ ル

ギ
ー

供給の 相半 ば する時間帯 （加賀谷 ・加 賀谷

淳 ， 1983）で ある こ とか ら ， 有酸素的 テ ス トと

して の 妥当性の 再検討が必要 と考 え られた．

　そこ で本研究 で は ，VO2rnaxとの 相 関関係 を

基にシ ャ トル ・ス タ ミナテス トの有酸素テス トと

しての妥 当性 を再検討す る と と もに ， 20m シ ャ

トル ラソ テ ス トとの相関関係を調 べ
， シ ャ トル

・

ス タミナ テ ス トが 20m シ ャ トル ラ ソ テ ス トの代

替 えテ ス トとな り得るか否か （互換性）を検討し

よ うと した．

1 ．方 法

1． 被験者

　本研究 に参加 した被験者総数は 528名 で，大阪

府下 T 小学校の 1 学年か ら 6 学年ま で の 全児童

323名 （男子 176名，女子 147名），0 体育大学の

学生112名 （男子 75名 ， 女子 37名 ， 18−24歳），

H 工業大学の 学生93名 （男子の み ，19−28歳）か

ら成 り，全 員が シ ャ トル ・ス タ ミナ テ ス トと20

m シ ャ トル ラ ン テ ス トを行 っ た ．被験者各群の

人数 と身長 ， 体重 ， 持久走テ ス トの成績 を く表

1＞ に示 した．こ の被験者 の うち ，無作為に抽出

した 0 体育大学生 27名 （男子 13名 ， 女子 14名）

と H 工 業大学生 10名 （男子の み）の 計37名 に つ

い て，VO2maxの 実測 と VO2peakの 推 定を行 っ

た．

2． フ ィ
ール ドテ ス トの 方法

　 1） シ ャ トル ・ス タ ミナ テ ス ト （以下 「SST 」

　　と略す）の 方法 （金子ほ か，1986
， p．810）

　体育館内に 10m の距離をお い て両側にポー
ル

を立 て ， こ の 走路 に 2m 間隔 で走距離計測用 の

白線をビ ニ ール テ
ープで 印 した ，被験者に は ス タ

ー
トの 合 図か ら 3 分間に 10m 区間の 往復走 をで
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表 1　 被験者各群 の 人 数，身長，体重，持久走 テ ス トの成績

被験者 性 人数 身長 （cm ） 体重 （kg） SST （m ） 20mS （reps ）

1学年

2 学年

3 学年

4 学年

5 学年

6 学年

大学生

mfmfmfmfmfmfmf8705108767318721322322323263　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1

116．9± 3．8
115．8± 3．5

122。3：t5．9
122．7± 4．9

128．8± 6．2

128．4± 7．5

134．7± 5．2

134．5 ±6．0

140．8±6．2

141．2±6．6

146．7±7．2

145．9±6．6

173．2±6．0

161ユ ±5．2

21．3± 3．6

20．4± 1．8

25．2±6．2
25．0± 5．1

28．6± 7．8

27．8± 6．4

32．2± 7．3

32．0± 7．1

35．8± 6．9

34、3± 8．4

40．0± 8ユ

40．2± 8．8

64，8± 8．3

56．9± 7．0

390 ．0± 30，0

380 ．4± 17，7

409．6±25．1
395 ．0± 17．8

408．5± 21．2

400．5± 22．7

417．2± 25，7

397 ．1± 24．1

424．1± 26．5

415．0± 25．2

4292 ± 29．2

429．3± 18．4

472．7± 35．1

457．5± 30．0

243 ±　8．8

17．2± 　4．2

29．6±11，4
22．8±　8．8
29．2± 　9．8

26．4±　5．8

37．6± 16．9

25．0± 11．6

47．4± 18．0

39．7± 12．7

63．6± 20．6

48．8± 11．2

81．1± 23．9

74．8± 15．1

※m ：Male，　f ：Female

きるだけ多 く繰 り返 すよう指示する とともに，ス

タ
ー

トの合図 か ら30秒毎の タイ ム を大声で読み

上 げ ， 3 分の終 了前には20秒，10秒，5 秒の秒読

みの後にテス トの終了を告げた．テス ト成績は ，

ポ ール を回 る距離を除 い た走行距離 （10mx 片

道回数＋最終折り返 し点か ら終了時の 停止 点ま で

の距離） を 1m 単位 で 計測 した．なお，テ ス ト

前に（1）テ ス ト時間が 3分間で あ るこ と，   ペ ー

ス 配分に注意す る こ と，（3）小刻み走でポール を回

る こ と ， （4）無理 の な い範囲で全力を尽 くす こ とに

つ い ての指示 と注意を与えた ．

　2） 20m シ ャ トル ラン テ ス ト （以下 「20mS 」

　　と略す）の方法 （河野，1997）

　体育館内に 20m の距離をおい て 2本の平行線

を引き ， その線上の 両端にポール を立 てた ．テ ス

トは ， 文部省の テ ス トプ ロ グラ ム が録音 されたカ

セ ッ トテ
ー

プを用い て行 っ た ．すな わち ， 被験者

は ス タ
ー

トか ら次の ブザー
音まで に必 ず20m 先

の ライ ン に到達 し，次の ブザー
音まで に ス ター ト

地点に 戻 っ て折 り返す とうい う方式 で ， 20m 区

間の往復走を繰 り返 し行 う。走速度は ， 8．5km ！

h の 速 度か ら ス タ
ー

トし，約 1分毎に o．5   1h
ず つ 漸増 し， 被験者は所定の走速度に追随で きな

くな る （オ
ー

ル ア ウ ト）まで シ ャ トル ラ ソ を続行

す る．なお，次の ブザー音 まで に対側 の20m ラ

イ ソ に到達で きな い 試行が 1回な らテ ス トを続

行 し，2 回連続 して到達で きな い 場合には テ ス ト

を終了させた，原法 （Leger　et　aL ，1988，　pp．　95−

96）で は追随で きた最終段階の走速度か ら †02

max を推定す る評価法 を採用 して い るが ，本研

究では文部省 テス トに従 い ，片道20m の 走行を

1回 と数え る片道反復総回数 （以下，本研究で は

反復回数ま た は reps と略す）を測 定 し， 20mS

に おける各人の テ ス ト成績 とした．

　な お ， SST と20mS の 両 フ ィ
ール ドテ ス トは ，

い ずれ も，被験者間に約 2m の間隔を お い て 10−

15名を
一
斉に ス タ

ー
トさせ る方式で 行 い ，本 テ

ス ト前 に 1往復の 試走を行わ せ た ．テ ス トの 実

施 に当た っ て ， 小学生の場合は大学院生が検者 と

な り，また ，大学生の 場合は被験者同士 が ペ ア と

な っ て 終了時の判定 と記録 を行 っ た．

3． VO2Maxと 亨02peakの 測定

　1） 最大酸素摂取量 （VO2max）の測定

　最大酸素摂取量 （VO2max ）の測定は ， 自転車

エ ル ゴメー
タ
ー（モ ナ

ー
ク社製）を用 い て行っ た。

ペ ダル 回転速度は 毎分60回 転 とし， ブ レー
キ 抵

抗 を Okp か ら毎分0．5　kp ず つ 漸増 して被験者を

N 工工
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オ
ー

ル ア ウ トに追 い 込 む最大負荷テス トを課 し，

こ の時の酸素摂取量 を呼気 ガ ス 分析器 （ミナ ト社

製 エ ア ロ モ ニ タ
ー− AE −2801MG 　360）に よ り

一

分毎に測定 して，オ
ール アウ ト前に出現 した最大

値を も っ て最大酸素摂取量 （VO2max ）を決定 し

た （金子
・豊岡 ，1975）．な お ， 実験毎に 規定濃

度の 標準 ガ ス に よる呼気 ガ ス濃度の 較正 を行 っ

た．

　2） 運動 直後 の 酸 素摂取 レ ベ ル （VO2peak）

　　の 推定

　Leger　et　aL （1980）の方法を用 い て VO2peak

を推定 した．す なわ ち ， 20mS 終了後80秒間 （20

秒 ず つ 計 4 回）の VO2 を測定 し， その 回復 曲線

か ら外挿法に よ っ て 運動直後の VO2 最高レ ベ ル

（VO2peak）を 推定 し た ．ま た ， こ の 方 法 を

SST に も適用 し， テ ス ト直後の VO2peak を推定

した．こ れ ら の 測 定は ， VO2max を直接測定 し

た全て の被験者 （37名）に つ い て行 っ た ．なお ，

自転車エ ル ゴ メー
タ
ー

の最大負荷テス トにお い て

も大学生 27名を被験者と して ， こ の Leger　et　 al．

（1980）の 外挿法 に よ りVO2peak 値を求めた と こ

ろ ， VO2max 値 と こ の VO2peak値 の 間 に r ＝

0．831 （p く 0．001）の 高い 有意な 相関関係が確認

された ．

4． 統計処理

　計量デー
タの変数間の 差に つ い ては対応の ある

t検定に よ り ， また 2変数間の相関はピア ソ ン の

積率相関を用 い た両側検定に よ り有意性 を検定 し

た ．

皿．結 果

1． 酸素摂取水準からみた SST の 妥当性

　 自転車 エ ル ゴメー
タ
ー

に より実測 した大学生男

女37名 （男子23名 ， 女子 14名）に つ い て の VO2

max 値 と両フ ィ
ール ドテ ス ト直後 の VO2peak値

（推定値） との 相関を図 1 に示 した ．相関係数 と

そ の 有意性 は ， VO2max 値 と SST 直後の VO2

peak 値 と の 相関 が男子で r ＝ O．618 （p ＜ 0．01），

女子で r ＝0．910 （p〈 0．001），VO2max 値 と20mS

直後の VO2peak 値 との 相関が ， 男子で r＝0．660

（p ＜ O．OOI），女子で r＝0．679 （pく 0．01）で あ っ

た．また，SST 直後 と20mS 直後の VO2peak値

間には ， 男子で r＝0．490 （pく 0．05）， 女子で r ；

0．733 （pく 0．01）の 相関が認め られ た ．男女 を

一
括 した SST と20mS 直後の VO2peak 値の平均

値は，SST が 38．3　ml ！kg！min ，
20mS が39．0 皿 11

kg！min で ， 両 フ ィ
ー ル ドテ ス ト直 後 の VO2

peak 値間 に有意な 差 は 認め られ ず （t＝O．812，

p ＝0。422），
SST と20mS 直後の VO2peak値 の平

均値は い ず れ も VO2max の平均値 （33．2　ml ！kg1

0
　

　

　
　

　
　

　

0
　

　
　

　
　

　

　
0
　

　

　
　

　
　　
0
　

　
　

　

　
　

　

0

る
　

　

　
　

　
　

　

う
　

　
　

　
　

　

　
る
　

　

　
　

　
　　
コ
　
　

　
　

　

　
　

コ

（

口旧
q
図

瓦

着
日

）

着
O
仙

囚

O
＞

−

ト
の
の

A

20　　　　　30　　　　　40　　　　　50　　　　　60

　　VO2 皿 ax （ml ／kg〆1nh1）

0
　

　

　
　
　
　

0
　

　

　

　

　

　　
0
　
　
　
　
　
　

0
　
　
　
　
　
　

0

リ
　
　

　

　
　

　
　

ヨ
　

　

　
　

　
　

　

る
　

　

　
　

　
　　
ヨ
　
　

　
　

　

　
　

コ

（

月
日
蕊

首
日

）

慧
o

戯

dO

＞−
oり
日
Q
口

B

20　　　　　30　　　　　40　　　　　　50　　　　　　60

　　 VO2max （ml ／kg！min ）

0
　

　

　
　
　
　

0
　

　

　

　

　

　

0
　
　
　
　
　
　

0
　
　
　
　
　
　

0

る
　

　

　
　
　
　

さ
　
　
　
　
　
　

る
　
　
　
　
　
　

ヨ
　
　
　
　
　
　

　

（

渥
d

温
首
日

）

蛍
畠

凶

O
＞

−

←
の
oり

C

20　　　　　30　　　　　40　　　　　50　　　　　60

20mS −VO2 　peak（ml ／kgXmin）

図 1 最大酸素摂取量 （†02max） と SST 直後 の 酸 素摂取量 （SST −VO2peak）の 相関（A ），　 VO2max と20mS

　　 直後の酸素摂取量 （20mS −VO2peak）の 相関（B），および SST −VO2peak と20mS −VO2peak の 相関（C）
　　

＊

p＜ 0．05
，

＊＊

p ＜ 0．01，
＊ ＊ ＊

p く 0．001
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min ）よ り有意に 高 い 値が 得 られ た （SST 　t＝

6．811，　20mSt ＝ 8．590両 テ ス トともに p＜ 0．001）．

　図 2 に ， 自転車 エ ル ゴ メ
ー

タ
ー

に よ る VO2

max 値 と両フ ィ
ール ドテ ス トに おけ るテ ス ト成

績間の 相関 と回帰直線を示 した ．VO2max 憊 と

SST の テ ス ト成績 （m ） との 間に は，男子学生

で r ＝ 0．568 （pく 0．01）， 女子学生で r＝0。700 （p
＜ O．Ol）の い ずれ も 1 ％水 準の相 関が ，ま た ，

VO2max 値 と20mS の テ ス ト成績 （reps ） との間

に は ， 男子学 生で r ＝O．425 （p＜ 0．05），女子 学

生で r ＝ 0．886 （p〈 0．001）の 相関 関係 が認 め ら

れた．

表 2　被験者各群の SST （m ）と20　mS （reps ）の相関

被験者　　性 r signi且ca皿ce

2． パ フ ォ
ー

マ ン ス か らみた SST と20mS の 関

　係

　被験者各群の SST と20mS の テ ス ト成績間に

おけ る相関を 〈表 2＞に 示 した ．小学校 1学年女

子 で 5 ％水準 ， 3学 年男子 で 1％水準 ， 他の 10

被験者群で は0．1％水準の相関関係が 認め られ ，

小学 生 全員 （n ＝323）に つ い て の SST （Y ：m ）

と20mS （X ：reps ）の 回 帰 式 は ，Y ≡1．198X ＋

367 （r ＝0。785， p ＜ 0，001）であ っ た ．

＜小学生＞ 1学年

2 学年

3学年

4学年

5学年

6学年

〈大学生〉

m 　　 O．612

f　　 O．551

m 　　 O．789

f　　 O．641

m 　　 O．642

f　　 O．606

m 　　 O．837

f　　 O．775
m 　 　 O．852

f　　 O．722

m 　　 O．846

f　　 O，831

m 　　 O．785
f　　 O．708

p＜ 0．001

p＜ O．05p

＜0．001

p〈 0．001

pく 0．01p

＜ 0．001

pく 0．001

p〈 0．001

p〈 0．001

p〈 0，001

p＜ O．OOl

p く 0．001

p ＜0，001

p く 0．001

※m ：Male，　f：Female

　大学生 に つ い て の結果 を図 3 に示 した．両 フ

ィ
ー

ル ドテ ス トの パ フ ォ
ー

マ ソ ス 間には ， 男子学

生 で r ＝ 0．785 （n ＝ 168），女 子 学生 で r ＝ O．708

（n ＝37）の ，い ずれ も0．1％水準の 有意な相関が

認 め られ ， SST （Y ：m ）と20mS （X ：reps ）の 回

SST （m ）
600
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4SO
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3SO

300

　 20

図 2

　 30 　　 　　　　　 40

VO2max （ml ／kglmi1）
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　 20 　 30　　 　　　　　 40
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VO2max に対す る SST の テ ス ト成緩 （m ）お よび 20mS の テ ス ト成績 （reps ）の 相関と回帰直線
’

p 〈 O．05，

＊＊

p ＜0．Ol，

＊＊＊

p＜0．001
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図 3　大学生 に お け る SST と20　mS の テ ス ト成績

　 　 の 相関 と回帰直線

　 　
＊＊＊

p ＜0，001

帰式は ， 男子学生で Y ＝ 1．153X＋ 379， 女子学生

で Y ＝1．403X ＋ 353であ っ た．

N ．考 察

1． 酸素摂取水準か らみた SST の妥当性

　文 部省 が 導入 した 20mS に つ い て は ，
　 Leger

amd 　 Lambert （1982）及び Leger　 and 　 Gadoury

（1989）が ， 20mS の VO2peak 値 （原著論文で は

VO2max 値 と して い る） と トレ ヅ ドミル走 に よ

る VO2max 値 と の 高 い 相 関 関 係 （r＝0．890−

O．914）を 報 告 し て い る ．本 研 究 に お い て も

20mS 直後の VO2peak値 と VO2皿 ax 値 との 間 に

1 ％水準 （男 子 r＝O．660， 女 子 r＝0．679）の 有

意な相関が認め られ た ．注 目す べ きは ， SST 直

後の VO2peak 値 と VO2max 値 との相関 （図 1A ）

が ， 20mS 直後 の VO2peak 値 と VO2max 値 との

相関 （図 1B） に劣 らぬ 1％水準の 有意な相関関

係 （男子 r ＝0．618， 女子 r ＝0．910）にあ り ， し

か も男女 を一括 した SST 直後の VO2peak 値 の

平 均値 と20mS 直後の VO2peak値の 平均値に差

がみ られなか っ た こ とで あ る．すなわち ， SST

の 運動 と20mS の 運動に よる VO2 が ほ ぼ同
一

水

準に達 した事実は，SST が有酸素テ ス トであ る

可能性 を強 く示唆す る もの で あ る．な お，VO2

max 値 が ，　 SST の VO2peak 値 よ り17％，20mS

の VO2peak 値 よ り19％ 低 か っ た原 因 は，　 VO2

max を測定 したテ ス ト運動が 自転車作業で あ っ

た の に対 し， SST と20mS の 両 フ ィ
ール ドテ ス

トが ，よ り参加筋群の 多い 走運動 （宮村 ， 1997；

Stenberg，1967）で あ っ た こ とに起因す る と考え

られ る．事実， 自転車作業の 最大負荷テ ス トに よ

る VO2max 値 は， トレ ッ ドミル走で の VO2max

値 よ り約 3− 18％低 い と さ れ て い る （山地 ，

1992）．

　 SST の テ ス ト成績 （走距離）に つ い て は，先

に 金子ほ か （1986）が VO2max 値 とめ有意な相

関 （r ＝0．592，　p 〈 0，01） を報告 して い るが，より

多い被験者を用 い た本研究にお い て も ， 大学生男

女 各群 で ， と もに 1 ％ 水 準の 相 関 （男子 r ＝

O．568，女子 r ＝O．700＞が確認 され た．また ， 男

女両 群 を
一

括 した相 関は r ＝ O．743 （p＜0．001）

とな り ，
20mS の テ ス ト成績 と VO2max 値 との

相関 （r ＝ 0．687
， p〈 0．001） と同 レ ベ ル で あ る こ

とも明らか であ っ た ．本研究で 得た これ らの結果

は ，3 分 間の 規定 時間 の 下 で 行わ れ る SST が

20mS に劣 らぬ有用な有酸素 テ ス トであるこ とを

示唆する もので ある．

2． パ フ ォ
ー一

マ ン ス か らみ た SST と 20mS の 関

　係

　 SST の パ フ ォ
ー

マ ン ス に 関 して は 金 子 ほ か

（1986） が，5 分走 テ ス トとの 有意 な相 関 （p 〈

0．001）や 5分走よ り筋肉痛の 訴 えが少な い こ と

な どか ら， 5 分走テス トの代替え テス トと しての

有用 性 を報告 して い る ．本 研究 で は ， 20mS と

SST の 成績 間の 相関を基 に SST が20mS の代替

えテス トと成 り得るか否か の 可能性 を探 っ た ．小

学生に お い ては ， 1学年か ら 6学年まで の男女全

て の群 で有意な相関がみ られ ，そ の相関は 1学

年女 子 ， 3学 年 男 子 を除 く全 て の 被験 者 群 で

O．1％の有意水準 にあ っ た．こ の こ とは ，学童期

の子 どもを対象と した全身持久性テ ス トとして ，

SST が 20mS と同等の 評価 を も た らす 可能性 を
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示唆 して い る．また，大学生の全被験者群の結果

に おい て も0．1％水準の 相関 （r ＝0，776）が得 ら

れ た こ とは，20mS の 代替 え テ ス トと して 成人被

験 者 に も SST が 適用 で き る こ とを 示 唆 して い

る．

　両フ ィ
ール ドテ ス トの 関係を広 い 被験者層に つ

い て概観 する ため ，全被験者 の デー
タ を図 4 に

プロ ッ トした．その 相関 は r＝O．891 （p く O．OOI）

で ，
SST （Y ：m ）と20mS （X ：reps ）との 間 に は

Y ＝ 1．285X ＋ 365の 回帰直線 で 表され る関係が み

られた ．同図に挿入 した各集団の 回帰直線 （＜1＞

は小学生全 員，＜2＞と〈3＞は大学生の 男子 と女子）

は ， い ず れ も全被験者の 回帰直線 （細線）と
一部

重な り合 うような近接 した位置関係に あ っ た．な

お ， グラフ に 示 した破線は ， 次式に よ り求め た

SST に おけ る推定値の 95％信頼区間である．

600

弱 0

（

500

巳
』 4so

芻

400

350

3000
　　　 　 20　 　　 40　　 　 60　 　　 80　　 　 10e　 　　 t20　　　 140

　　　　　　 20mS （reps ）

図 4　 小学生 （△），大学生男子 （ロ ），大学 生 女 子

　　 （○ ） を含む全 被験 者 に お け る SST 成 績

　　 （m ） と20mS 成績 （reps ） の 相関

　　 （
＊ ＊ ＊

p＜ 0．001）．

　 　 細 い 実線は全被験者 の ，太 い 実線〈1＞〈2＞〈3＞

　　 は 小学生，大学生男子 ， 同女子の 各回帰直

　 　 線．

　　 破線は SST に お け る推定値の 95％信頼区

　 　 間．

　　Y −
。 ＋ b。 ± t。．。5sn

＋ 1
＋
（x

− X）2

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Sxx　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 n

　但 し，Y ：SST （m ），
X ：20mS （reps ），

a ： Y との

接 片，b ： 勾配 ，
　 t ：t統計量 ，

　 s ： 回 帰か らの 標

準偏差 ， n ： デー
タ数 ，

　 X ：20mS 平均値 （reps），

賑 ：偏差平方和で ある．

　同図にお い て ， 小学生 と大学生の 男女を対象と

したデー
タが，同一

の直線に沿 っ て分布 したこ と

は ， 両フ ィ
ール ドテ ス トが性 ・年齢を越え て 比較

的単純な関係 にある こ とを示唆 して い る．

　以上の結論 として ， SST とVO2max との 有意

な相関関係か ら有酸素テ ス トとして の妥当性が示

唆され ，また 20mS との 高 い 相関 関係か ら20mS

の 代替え テ ス トとな り得る こ との 可能性が示 唆さ

れた．

V ．ま　　と　　め

　シ ャ トル ・ス タ ミナテ ス ト （SST） の有酸素

テ ス トと して の 妥当性 を再検討する と ともに ，

SST と20　m シ ャ トル ラ ン テ ス ト （20mS ） との

相関関係を調 べ た．大学生 男子168名 ， 同女子 37

名，小学生男子176名，同女子147名の 計528名に

つ い て SST と20mS を実施 する とともに ，大学

生37名に つ い て 自転車 エ ル ゴ メ
ー

タ を用 い た最

大酸 素摂取量 （VO2max ）の 測定 を行 っ た．ま

た，SST と20mS 後の VO2 か ら両フ ィ
ー

ル ドテ

ス ト直後の VO2peak （最高酸素摂取量 ）を推定

し ， 次の 結果を得た ．

　1． SST 直後の VO2peak 値 は，　 VO2max 値 お

よび20mS 直後の VO2peak 値 と有意な相関関係

を示 した．

　2． SST 直後の VO2peak 値 は ， 20mS 直後の

VO2peak値 と同 水 準に あ り，両 テ ス トの VO2

peak 値は 自転車 エ ル ゴ メ
ー

タ
ー

に よる VO2max

値よ り17−19％高か っ た．

　3． SST の テ ス ト成 績 （m ）は ，　 VO2max 値

と有意な相関関係にあ り， そ の 有意水準は20mS

の テ ス ト成績 （reps ） と VO2max 値間の 相関 と

同等で あ っ た ．

　4． SST と20mS の テ ス ト成績間 には ， 小学生

の 各学年男女，大学生の男女の 全て の被験者群 に
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お い て ， 有意な相関が認め られ た．

　以上 の 結果か ら ， シ ャ トル ・ス タ ミナ テ ス ト

（SST） の有酸素 テス トと して の 妥当性が再確認

さ れ る とともに ， 20m シ ャ トル ラ ン テ ス トの 代

替え テス トと して ， よ り簡便 な SST を使用 で き

る とい う可能性 （互換性）が示唆され た．
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